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９月
定例会

令
和
３
年
度
一般
会
計「
歳
出
」決
算
額
は
、約
99
億
円

　

第
６
回
定
例
会
が
、
９
月
６
日
か
ら

13
日
ま
で
の
８
日
間
の
日
程
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
６
月
定
例
会
以
降
の
諸
般

の
報
告
、
例
月
出
納
検
査
結
果
報
告
、

一
部
事
務
組
合
の
報
告
を
行
い
、
続
い

て
、
日
隠
啓
一
代
表
監
査
委
員
よ
り
、

令
和
３
年
度
財
政
健
全
化
判
断
比
率
及

び
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
、
そ
の
後
、
認
定
５
件
、
議
案
４
件
、

同
意
１
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
日
と
８
日
に
は
、
決
算
審
査
特
別

員
会
を
設
置
し
、
令
和
３
年
度
決
算
に

つ
い
て
執
行
部
か
ら
の
説
明
を
う
け
審

議
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
６
名
の
議
員
が
通
告
書

に
基
づ
き
登
壇
し
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

12
日
と
13
日
に
、
議
案
の
審
議
が
行

わ
れ
全
員
一
致
で
全
て
可
決
し
ま
し
た
。

（
審
議
さ
れ
た
議
案
は
、
６
ペ
ー
ジ
の
と

お
り
で
す
）

○
令
和
３
年
度
球
磨
村
一
般
会
計
決
算

の
認
定

○
令
和
３
年
度
球
磨
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
決
算
の
認
定

○
令
和
３
年
度
球
磨
村
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
決
算
の
認
定

○
令
和
３
年
度
球
磨
村
介
護
保
険
特
別

会
計
決
算
の
認
定

○
令
和
３
年
度
球
磨
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
決
算
の
認
定

（
各
会
計
の
決
算
額
は
下
表
の
と
お
り
）

○
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

○
令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

○
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

○
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

○
球
磨
村
教
育
委
員
の
選
任
同
意

　

中
井　

久
美　

委
員

認
定

予
算

同
意

令和３年度一般会計及び特別会計の決算額
歳　入　額 歳　出　額

一 般 会 計 111億1,496万9千円 98億9,689万2千円
国民健康保険特別会計 5億9,009万3千円 5億2,929万9千円
後期高齢者医療特別会計 4,763万1千円 4,743万3千円
介 護 保 険 特 別 会 計 7億4,756万3千円 7億538万円
簡 易 水 道 特 別 会 計 9,795万円 7,438万4千円
合 計 125億9,820万6千円 112億5,338万8千円
千円以下は端数調整をしていますのでご了承ください。

議会を傍聴する球磨中学校３年生（６月定例会）
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９月定例会　審議した議案等とその結果
議案番号 件　　　　　名 結　果 賛成 反対

報 告 第 ６ 号 令和３年度財政健全化判断比率及び資金不足比率について 報　　告 9 0

認 定 第 １ 号 令和３年度球磨村一般会計決算の認定について 原案認定 9 0

認 定 第 ２ 号 令和３年度球磨村国民健康保険特別会計決算の認定について 原案認定 9 0

認 定 第 ３ 号 令和３年度球磨村後期高齢者医療特別会計決算の認定について 原案認定 9 0

認 定 第 ４ 号 令和３年度球磨村介護保険特別会計決算の認定について 原案認定 9 0

認 定 第 ５ 号 令和３年度球磨村簡易水道特別会計決算の認定について 原案認定 9 0

議案第４７号 令和４年度球磨村一般会計補正予算について 原案可決 9 0

議案第４８号 令和４年度球磨村国民健康保険特別会計補正予算について 原案可決 9 0

議案第４９号 令和４年度球磨村介護保険特別会計補正予算について 原案可決 9 0

議案第５０号 令和４年度球磨村簡易水道特別会計補正予算について 原案可決 9 0

同 意 第 ３ 号 球磨村教育委員会委員の選任同意について 原案同意 9 0

（採決の人数は、議長を除く９名）

どなたでも傍聴できます。
９月定例議会の傍聴人数は延べ 17人でした。

※新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、傍聴者も手指の消毒と
　マスクの着用、傍聴席の座席を１つ空けて着席をお願いしました。



令
和
３
年
度
一
般
会
計
決
算
の
内
訳
（
左
図
）

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
決
算
の
比
率
は
歳
入
財
源
の
比
率
は
、
村
税
等
か
ら
な
る
自
主
財
源
が
約
18
％
、

国
・
県
支
出
金
等
の
依
存
財
源
が
約
82
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
決
算
額
は
、
前
年
度
に
比
べ
約
21
憶
１
，
９
６
３
万
円
が
増
加
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
及
び
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
に
関
連
し
た
災
害
復
旧
事
業
費
や
災
害
廃
棄
物
処
理
費
に
係
る
事
業
費
が

大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

歳 入 111億1,496万9千円

歳 出 98億9,689万2千円

決算審査特別委員会で可決
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　令和３年度一般会計及び特別会計の決算について、日隠啓一代表監査委員より決算審査の報
告を受け、認定のため決算審査特別委員会を設置し審議しました。
　審査日程については、９月６日に正副委員長を選任し、７日及び８日に執行部関係者から説
明を受け審議にあたり、全員一致で可決しました。
　また、委員から予算の執行で終わるのではなく、事業を実施し目的に対しどのような成果が
上がったか検証することが重要。決算審査及び議会決算審査特別委員会の質問や意見をしっか
り協議し今後の成果に結びつけてほしいと意見が出されました。

注意：決算書に基づく金額を記載



田
代　

利
一　

委
員
長

歳
入
に
つ
い
て

　

健
全
な
財
政
運
営
を
図
る
た
め
に

は
、
自
主
財
源
の
確
保
が
重
要
で
あ

り
、
村
税
に
つ
い
て
は
、
催
告
状
の
発

送
や
分
納
誓
約
な
ど
、
徴
収
努
力
の
成

果
に
よ
り
未
収
入
額
が
減
少
し
て
い

る
。
特
別
会
計
に
お
い
て
も
連
携
を
図

り
徴
収
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
。

　

ま
た
、
納
税
の
公
平
性
か
ら
も
、

安
易
に
不
納
欠
損
処
理
を
す
る
こ
と

な
く
、
そ
れ
ま
で
の
調
査
を
適
正
に

実
施
し
、
納
税
意
欲
の
低
下
に
な
ら

な
い
よ
う
努
め
る
こ
と
。

歳
出
に
つ
い
て

　

一
般
会
計
で
は
、
災
害
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
関
連
す
る
予

算
が
大
幅
に
増
え
て
い
る
が
、
予
算

が
増
え
る
中
、
実
施
し
た
事
業
も
数

値
的
な
効
果
の
検
証
が
な
さ
れ
て
い

な
い
。
現
状
を
把
握
し
、
ど
の
よ
う

な
効
果
が
あ
っ
た
の
か
を
数
値
で
示

し
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
適
正

な
予
算
の
執
行
に
努
め
、
そ
の
効
果

が
次
の
成
果
に
活
か
せ
る
よ
う
検
討

を
す
る
こ
と
。

　

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
、
介
護
保
険
特
別
会
計
に
お
い
て

は
、
健
康
増
進
事
業
に
尽
力
さ
れ
て

い
る
。
今
後
も
、
財
政
状
況
と
の
関

連
も
含
め
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ

く
り
や
健
康
教
室
に
よ
り
健
康
寿
命

が
延
び
る
よ
う
な
事
業
の
推
進
を
望

む
。
併
せ
て
、
一
般
会
計
と
同
様
、

効
果
の
検
証
を
行
い
、
適
正
な
予
算

執
行
に
努
め
る
こ
と
。

　

簡
易
水
道
特
別
会
計
で
は
、
本

来
、
公
営
企
業
と
し
て
独
立
採
算
制

が
原
則
で
あ
る
が
、
人
口
が
減
少
す

る
中
、
料
金
改
定
の
必
要
性
も
検
討

し
な
が
ら
、
持
続
的
な
簡
易
水
道
事

業
に
努
め
る
こ
と
。

　

最
後
に
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災

害
か
ら
２
年
が
経
過
し
、
今
後
、
本

格
的
な
復
興
が
進
み
莫
大
な
予
算
が

必
要
と
な
る
な
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
も
終
息
の
兆
し
も
見

え
ず
、
今
後
の
財
政
運
営
も
不
透
明

な
状
況
で
あ
る
。
一
つ
ひ
と
つ
の
事

業
を
再
度
見
直
し
、
適
正
な
予
算
の

執
行
を
お
願
い
す
る
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長
報
告

（単位；千円）
当初予算額 決　算　額 増　　　減

議 会 費 58,364 56,275 △ 2,089

総 務 費 976,057 2,747,757 1,771,700

民 生 費 976,796 1,172,739 195,943

衛 生 費 253,531 2,755,954 2,502,423

農林水産業費 285,655 610,630 324,975

商 工 費 21,893 22,995 1,102

土 木 費 227,332 195,387 △ 31,945

消 防 費 174,915 287,028 112,113

教 育 費 253,080 476,731 223,651

災害復旧費 2,226,794 1,173,347 △ 1,053,447

公 債 費 400,581 397,018 △ 3,563

諸支出金 2 0 △ 2

予 備 費 10,000 1,031 △ 8,969

歳出合計 5,865,000 9,896,892 4,031,892

　令和３年度「球磨村一般会計予算」の当初予算額と決算額の比較

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000
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民
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農
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商
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土
木
費

消
防
費

教
育
費

災
害
復
旧
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公
債
費

諸
支
出
金

予
備
費

当初予算額 決算額
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村
の
考
え
を
問
う

6くまむら議会だより　第107号
令和４年12月12日発行

田代　利一 議員
（７ページ）

１　創造的復興について
２　農業振興について

９月定例会の一般質問には６人の議員が登壇し、村への
提言や質問を行いました。
※紙面の都合により、質問と答弁を要約した内容を登壇順にお知
　らせします。

問質般一

西林　尚賜 議員
（９ページ）

１　復興、復旧の状況
２　球磨村の未来像

宮本　宣彦 議員
（10ページ）

１　インフラ認定の解除の状況について
２　地域活動支援について
３　新型コロナウィルス感染症対応地方創生臨
　　時交付金事業について

髙澤　康成 議員
（12ページ）

１　今ある危機対応も重要でありながら将来に
　　対するリスク対策

板﨑　壽一 議員
（11ページ） １　一勝地駅前にぎわい創出事業について

一般質問とは
村のさまざまな課題等について、議員が提言も含めて、村の現状や方針を問うものです。会議録は議会
ホームページのほか、議会事務局でもご覧いただけます。

永椎樹一郎 議員
（８ページ）

１　復興まちづくり計画「神瀬地域」
２　復興復旧に向けた行政改革



村の考えを問う
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開
校
と
同
時
に
閉
校
と
い
う
の
が
入
っ

て
来
る
の
で
、
い
ろ
ん
な
問
題
が
出
て

く
る
と
思
う
。

各
小
中
学
校
の
閉
校
実
行
委
員

会
の
中
で
、
記
念
誌
の
作
成
等
、

協
議
・
検
討
を
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

施
設
分
離
型
義
務
教
育
学
校
と

施
設
一
体
型
義
務
教
育
学
校
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

豪
雨
災
害
以
前
に
は
学
校
再
編

の
話
は
全
く
な
く
、
令
和
２
年

の
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
教
育
環
境
等
一

変
し
て
し
ま
い
、
村
外
へ
の
転
出
に
よ

り
、
児
童
数
も
減
り
、
各
学
校
に
複
式
学

級
が
発
生
し
て
い
る
。
そ
の
解
決
に
小
中

学
校
の
統
合
の
話
が
出
て
、
３
つ
の
学
校

が
独
自
性
を
も
っ
た
学
校
運
営
が
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
為
、
早
期
の
統
合
が
考
え

ら
れ
る
。施

設
一
体
型
義
務
教
育
学
校
に

つ
い
て
は
、
魅
力
の
あ
る
学
校

に
す
る
こ
と
で
、
球
磨
村
の
創
造
的
復

興
の
核
に
な
る
よ
う
に
考
え
て
い
く
。
建

設
場
所
と
し
て
①
一
勝
地
地
区
の
現
校

舎
を
解
体
し
て
新
築
す
る　

②
一
勝
地

地
区
の
現
校
舎
を
増
築
・
改
修
す
る　

③
渡
運
動
公
園
に
新
築
す
る
の
３
ケ
ー

ス
を
検
討
し
て
、
適
切
な
場
所
を
と
考

え
て
い
る
。

農
業
振
興
に
つ
い
て
、
豪
雨
災
害

以
降
農
地
の
復
旧
・
復
興
が
進
ん

で
い
な
い
が
現
状
は
。

農
地
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧

工
事
に
つ
い
て
は
、
不
調
不
落

が
続
き
復
旧
が
進
ん
で
い
な
い
現
状
で

あ
る
。
渡
地
区
の
小
川
・
島
田
地
区
の

小
川
川
沿
い
と
、
地
下
・
今
村
・
山
口

地
区
の
国
道
沿
い
は
県
の
復
旧
工
事
と

な
っ
て
お
り
、
年
内
に
は
工
事
に
着
工

で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

農
村
・
漁
村
振
興
交
付
金
に
つ

い
て
、
村
は
窓
口
に
な
っ
て
い

る
だ
け
で
改
良
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

国
の
交
付
金
を
活
用
と
し
て
の

事
業
で
あ
り
、
交
付
金
が
無
駄

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
協
議
会
の
自
主

性
に
任
せ
ず
、
交
付
金
の
用
途
等
確
認

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

義
務
教
育
学
校
に
対
す
る
創
造

的
復
興
の
観
点
か
ら
、
ど
の
よ
う

な
学
校
に
し
た
い
の
か
。

本
村
の
児
童
生
徒
は
、
令
和
２
年

豪
雨
災
害
に
よ
り
、
生
活
・
教

育
環
境
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
心
身
と

も
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
受
け
、
充
分
な

教
育
環
境
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

こ
う
し
た
課
題
の
解
決
と
球
磨
村
教
育

の
創
造
的
復
興
の
た
め
、
小
中
一
貫
義

務
教
育
学
校
の
令
和
６
年
度
開
校
に
向

け
準
備
を
進
め
て
い
る
。

各
小
中
学
校
の
閉
校
と
開
校
に

向
け
た
準
備
状
況
は
。

義
務
教
育
学
校
の
開
校
に
向
け

て
、
７
月
に
開
校
準
備
委
員
会
を

開
催
し
、
５
つ
の
部
会
を
設
置
し
、
具

体
的
な
協
議
と
計
画
を
進
め
て
い
る
が
、

小
中
一貫
義
務
教
育
学
校
の
令
和
６
年
度

開
校
準
備
を
進
め
る

創
造
的
復
興
の
観
点
か
ら
学
校
再
編
は

村
長

村
長

村
長

答
問問

問

問

問

田
代　

利
一
議
員

教
育
長

学
校
教
育
係
長

教
育
長

村
長

中学校の先生が小学生へ授業をする「乗り入れ授業」の様子
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復
旧
・
復
興
に
向
け
た
行
財
政
改

革
の
計
画
、
目
標
の
実
績
お
よ
び

進
捗
状
況
は
。

行
財
政
改
革
大
綱
を
制
定
し
、

「
行
政
運
営
の
効
率
化
」「
財
政

の
健
全
化
」「
人
事
管
理
の
適
正
化
」
に

重
点
を
置
き
取
り
組
ん
で
い
る
。
計
画

し
て
い
る
各
項
目
に
お
い
て
は
、
概
ね

達
成
し
て
い
る
。
今
後
も
国
県
の
指
導

を
仰
ぎ
な
が
ら
精
査
し
、
さ
ら
な
る
行

財
政
改
革
の
必
要
性
を
検
討
し
て
い
く
。

行
政
運
営
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
生
、
今
後
新
た
な
行
政
区
の

在
り
方
も
必
要
だ
と
思
う
が
。

今
後
の
災
害
公
営
住
宅
、
宅
地

造
成
が
終
了
し
、
新
し
い
住
ま

い
に
移
ら
れ
た
時
に
、
ど
う
い
う
形
に

な
る
か
し
っ
か
り
踏
ま
え
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
生
等
を
検
討
し
て
い
く
。

行
政
改
革
、
役
場
組
織
の
再
編
、

職
員
配
置
の
課
題
と
検
証
に
つ

い
て
は
。復

旧
・
復
興
事
業
の
支
援
に
よ

り
、
多
く
の
派
遣
職
員
や
任
期

付
職
員
を
採
用
し
て
い
る
。
今
後
は
大

幅
に
人
員
減
少
が
予
想
さ
れ
る
が
、
今

後
も
復
興
状
況
を
踏
ま
え
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
第
一
に
考
え
た
う
え
で
、

柔
軟
な
組
織
編
制
に
努
め
、
事
業
の
停

滞
を
招
か
な
い
よ
う
人
員
確
保
、
適
正

な
職
員
の
配
置
を
行
っ
て
い
く
。

復
旧
・
復
興
に
向
け
た
機
構
改
革

の
中
で
、
専
門
職
、
人
事
交
流
制

度
等
も
含
め
た
職
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
。

今
の
状
況
の
中
で
は
、
な
か
な
か

厳
し
い
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
復
旧
が
あ
る
程
度
め
ど
が
つ
い
て
、

次
の
復
興
の
段
階
で
、
人
事
交
流
を
や
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

被
災
し
た
農
業
振
興
地
域
の
営
農

と
し
て
の
整
備
、
な
り
わ
い
農
林

業
の
再
生
、稼
げ
る
農
業
の
実
現
、ス
マ
ー

ト
農
林
業
の
導
入
、
資
源
を
活
用
し
た
雇

用
の
創
出
、
具
体
的
な
施
策
は
。

被
災
し
た
農
業
振
興
地
域
の
営

農
の
整
備
は
、
遊
水
地
内
で
営

農
エ
リ
ア
を
整
備
す
る
方
向
で
考
え
て

い
る
。

　

生
産
基
盤
の
再
生
に
つ
い
て
も
早
期

復
旧
を
進
め
る
。
稼
げ
る
農
業
の
実
現
に

つ
い
て
は
、
軒
下
支
援
事
業
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
の
運
用
を
始
め
て
い
る
。

　

ス
マ
ー
ト
農
林
業
の
導
入
は
、
中
山

間
地
で
の
導
入
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ

る
が
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
散
布
の

実
演
会
を
実
施
し
た
。

神
瀬
水
道
組
合
、
簡
易
水
道
へ
の

移
管
に
つ
い
て
現
在
の
状
況
に

つ
い
て
は
。

豪
雨
災
害
前
に
協
議
が
さ
れ
て

い
た
が
、
甚
大
な
被
害
を
受
け

協
議
が
中
断
し
て
い
る
。
全
世
帯
の
了

承
が
前
提
と
な
る
が
、
引
き
続
き
、
災

害
復
旧
を
最
優
先
に
取
り
組
み
、
村
内

全
域
の
水
道
供
給
の
在
り
方
を
踏
ま
え
、

検
討
し
て
い
く
。

神
瀬
地
区
防
災
拠
点
施
設
の
充

実
、
安
全
な
避
難
路
・
避
難
ル
ー

ト
の
整
備
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。防

災
拠
点
施
設
に
つ
い
て
は
、
避

難
敷
地
を
ど
れ
だ
け
確
保
で
き

る
か
、
避
難
敷
地
を
効
果
的
に
活
用
す

る
。
住
民
が
利
用
し
や
す
い
、
避
難
し

や
す
い
安
心
安
全
な
避
難
路
・
避
難
地

と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

で
き
る
こ
と
を
一つ
ず
つ
実
施
し
、
球
磨
村
の
将
来
を
考
え
、

優
先
順
位
を
つ
け
て
取
り
組
ん
で
行
く

問村
長

永
椎
樹
一
郎
議
員

「
村
民
が
一
番
」
の
課
題
解
決　

創
造
的

復
興
、
村
の
将
来
像
は

村
長

村
長

神瀬地区かさ上げ高先行箇所

問

問

問問問

問

答村
長

村
長

副
村
長

村
長
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県
道
は
、
一
勝
地
高
沢
線
が
８

月
に
全
面
通
行
止
め
か
ら
時
間

通
行
止
め
と
な
り
、
通
行
可
能
と
な
っ

た
。
一
勝
地
神
瀬
線
は
、
７
月
の
豪
雨

災
害
に
よ
り
大
坂
間
〜
淋
間
が
通
行
止

め
と
な
っ
て
お
り
、
県
に
お
い
て
復
旧

工
法
の
検
討
中
で
あ
る
。

村
内
の
村
道
、
林
道
の
復
旧
状

況
は
。

村
が
災
害
査
定
を
受
け
た
村
道

は
、
98
％
が
発
注
契
約
済
み
、
そ

の
う
ち
66
％
が
工
事
を
完
了
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
県
の
権
限
代
行
工
事

で
行
わ
れ
る
村
道
は
順
次
復
旧
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
入
札
の
不
調
不

落
も
あ
り
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
。

ま
た
、
本
年
７
月
の
豪
雨
に
よ
り
被
災

し
た
村
道
林
道
は
、
災
害
査
定
を
受
け

る
た
め
測
量
設
計
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

災
害
以
降
、
手
つ
か
ず
の
渡
大
槻

線
の
復
旧
は
。

渡
大
槻
線
の
境
目
地
区
〜
大
槻

地
区
間
は
、
県
の
権
限
代
行
工
事

と
な
る
。
順
次
、
復
旧
工
事
を
行
う
と

聞
い
て
い
る
。
災
害
の
被
害
が
甚
大
な

た
め
、
詳
細
な
状
況
を
把
握
し
な
が
ら

随
時
工
事
の
発
注
を
行
っ
て
い
く
と
の

回
答
を
得
て
い
る
。

復
旧
工
事
中
の
林
道
椎
屋
線
は
、

７
月
の
豪
雨
災
害
で
ふ
た
た
び

被
災
し
て
お
り
、
復
旧
の
見
通
し
は
。

ま
た
、
迂
回
路
の
村
道
岡
線
の
状
況
は
。

林
道
椎
屋
線
は
、
災
害
査
定
を
受

け
る
。
椎
屋
地
区
の
生
活
道
路
で

あ
る
た
め
、
査
定
前
に
応
急
工
事
が
で

き
な
い
か
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
迂
回
路
の
村
道
岡
線
も
７
月

の
豪
雨
に
よ
り
路
面
等
が
一
部
被
災
し
、

復
旧
作
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
道
路
の

幅
員
が
狭
く
、
離
合
場
所
も
少
な
く
、

大
型
車
が
通
行
す
る
た
め
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
い
る
が
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
復
旧
工
事
を
進
め
て
い
く
。

渡
地
区
に
計
画
さ
れ
る
遊
水
地

計
画
及
び
引
堤
計
画
の
現
況
と

住
民
の
方
々
の
意
向
は
。

遊
水
地
計
画
の
現
状
は
、
国
に

お
い
て
用
地
取
得
に
向
け
た
土

地
・
建
物
調
査
を
実
施
中
で
あ
る
。
年

明
け
を
め
ど
に
個
別
の
用
地
協
議
に
入

り
、
文
化
財
の
調
査
が
行
わ
れ
、
早
け

れ
ば
令
和
５
年
度
か
ら
遊
水
地
工
事
が

着
手
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

ま
た
、
住
居
に
関
し
て
は
、
ご
意
向

や
ご
意
見
を
伺
い
、
す
で
に
再
建
さ
れ

た
方
々
か
ら
は
移
転
に
つ
い
て
了
解
を

得
て
い
る
。

引
堤
計
画
は
、
国
の
事
業
で
進

め
ら
れ
、
茶
屋
、
舟
戸
地
区
へ

の
説
明
会
協
議
会
の
お
り
、
ご
意
向
や

ご
意
見
を
伺
い
、
移
転
、
再
建
を
確
認

し
、
了
解
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
な
お
、
農
地
に
つ
い
て
も
同
様
に

認
識
し
て
い
る
。

生
活
の
再
建
に
必
要
不
可
欠
な

国
道
２
１
９
号
線
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
、
復
旧
の
状
況
は
。

国
道
の
現
状
は
、
渡
〜
大
野
大
橋

間
は
通
行
可
能
、
大
野
大
橋
〜
八

代
市
ま
で
が
全
面
通
行
止
め
と
な
っ
て

い
る
。
神
瀬
〜
八
代
間
は
復
旧
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
緊
急
車
両
、
住

民
車
両
等
の
通
行
は
可
能
で
あ
る
。
な

お
、
国
道
の
復
旧
見
通
し
は
未
定
で
あ

る
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

国
道
２
１
９
号
線
の
通
行
止
め

に
伴
う
代
替
措
置
で
あ
る
高
速

道
路
無
料
化
の
見
通
し
は
。

県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
代
替

措
置
と
し
て
人
吉
〜
八
代
間
の

無
料
化
を
設
定
中
で
あ
る
。
期
限
に
つ

い
て
は
未
定
で
あ
る
が
、
県
か
ら
国
へ

代
替
措
置
の
期
間
を
継
続
さ
れ
る
よ
う

要
望
さ
れ
て
い
る
。

村
内
の
県
道
の
復
旧
状
況
は
。

生
活
す
る
上
で
重
要
な
道
路
は
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、

復
旧
に
向
け
進
捗
し
て
い
る

村
長 国

道
、
県
道
、
村
道
、
林
道
等
の

復
旧
状
況
は

村
長

村
長

問

問

問

問

答

西
林　

尚
賜
議
員

問建
設

課
長問

村
長問

建
設

課
長

建
設

課
長

復
興
推
進
課
長

復旧が待たれる渡大槻線（境目地区）
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で
あ
り
、
大
槻
地
区
も
、
解
除
時
期
を

検
討
中
で
あ
る
。

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
の
世

帯
数
の
推
移
は
。

令
和
２
年
６
月
末
で
１
，
４
３
２

世
帯
、
令
和
４
年
６
月
末
で
１
，

３
１
４
世
帯
で
あ
る
。

１
２
０
世
帯
ほ
ど
減
少
し
て
い

る
。
区
の
増
減
の
特
徴
は
。

特
に
、
４
区
と
５
区
で
17
．
４
％

の
減
、
全
体
的
に
８
．
２
％
の

減
と
な
っ
て
い
る
。

イ
ン
フ
ラ
避
難
を
さ
れ
た
地
域

の
方
々
で
、
道
路
の
崩
壊
や
土
砂

流
入
な
ど
の
復
旧
が
な
か
な
か
進
ま
な

い
。
イ
ン
フ
ラ
避
難
が
解
除
さ
れ
帰
宅

さ
れ
て
い
る
方
々
へ
の
支
援
は
。

支
援
が
必
要
な
方
、
高
齢
者
の

一
人
暮
ら
し
や
障
害
を
お
持
ち

の
方
な
ど
に
、
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
や

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
し
っ
か
り
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
、
支
援
を
し
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

困
り
事
が
あ
る
人
が
い
る
の
か

い
な
い
の
か
把
握
す
る
た
め
、
区

長
文
書
の
役
割
は
大
事
で
あ
る
。
発
送

の
状
況
は
。

区
長
文
書
は
35
班
に
は
配
布
し
、

個
人
送
付
は
43
班
、
４
７
５
世

帯
に
配
布
し
て
い
る
。
今
後
、
区
長
班

長
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
、
で
き

る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
10
月
か
11
月
に
で

も
通
常
の
区
長
文
書
と
し
て
の
機
能
を

回
復
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
外
で
の
活
動

や
ふ
れ
あ
い
の
機
会
が
な
い
。
健

康
管
理
、
健
康
づ
く
り
の
面
か
ら
変
化
に

応
じ
た
活
動
の
推
進
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

分
館
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
を
分
館
毎
に
行
な
っ
て
い

た
だ
き
、
顔
を
合
わ
せ
て
い
た
だ
く
な

ど
の
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生

獣
が
庭
先
ま
で
来
て
、
大
切
に
育

て
た
農
林
産
物
へ
の
被
害
が
発
生
し
て

い
る
。
村
で
今
回
採
用
さ
れ
た
地
域
お

こ
し
隊
員
２
名
が
ジ
ビ
エ
の
里
協
議
会

の
仕
事
に
加
入
さ
れ
る
の
か
。

10
月
１
日
か
ら
隊
員
が
来
て
お

り
、
将
来
的
に
は
狩
猟
か
ら
加

工
、
商
品
開
発
等
に
当
た
っ
て
い
く
よ

う
に
考
え
て
い
る
。
う
ち
１
人
は
、
狩

猟
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
た
め
期
待
を

し
て
い
る
。

イ
ン
フ
ラ
認
定
の
解
除
の
状
況
は
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶
え
る
な

ど
長
期
に
わ
た
り
自
ら
の
住
宅

に
居
住
で
き
な
い
世
帯
で
、
25
地
区
を

認
定
し
た
。
令
和
３
年
８
月
に
９
地
区
、

令
和
４
年
５
月
に
６
地
区
、
同
８
月
に

は
７
地
区
の
計
22
地
区
を
段
階
的
に
解

除
し
た
。イ

ン
フ
ラ
被
害
と
復
旧
の
状
況

は
。
復
旧
が
進
ま
ず
困
っ
て
い
る

地
区
が
あ
り
早
急
の
復
旧
対
応
は
。

川
島
、
境
目
、
大
槻
地
区
の
３

地
区
に
つ
い
て
は
、
生
活
道
路

が
全
面
通
行
止
め
で
、
迂
回
路
も
な
く
、

地
区
水
道
の
復
旧
が
困
難
で
あ
る
た
め

解
除
が
で
き
て
い
な
い
。
川
島
、
境
目

地
区
は
令
和
５
年
２
月
に
解
除
の
予
定

地
域
活
動
は
、
住
民
が
健
康
で
暮
ら
せ
る
礎
で
あ
り
、

生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
な
が
る

宮
本　

宣
彦
議
員

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
・

活
性
化
は

村
長

村
長

総
務

課
長

問

問問問

問

問

答村
長問村

長

税
務
住
民
課
長

税
務
住
民
課
長

問社
会
教
育
係
長

グラウンドゴルフでリフレッシュ
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当
初
の
２
，
０
０
０
万
円
に
つ

い
て
は
、
概
算
の
見
立
で
計
上

し
て
い
た
。
今
度
の
調
査
設
計
業
務
に

50
万
円
、
残
り
９
５
０
万
円
を
整
備
事

業
と
考
え
て
い
る
。

　

一
勝
地
駅
下
の
駐
車
場
は
、
令
和
２

年
７
月
豪
雨
災
害
で
、
村
営
住
宅
等
が

軒
下
ま
で
浸
水
し
た
場
所
で
は
あ
る
が
、

地
元
産
の
野
菜
等
の
直
販
売
店
、
物
産

館
の
施
設
、
カ
フ
ェ
の
建
物
を
設
置
す

る
考
え
で
あ
る
。

当
地
区
の
場
所
は
、
か
さ
上
げ
の

計
画
並
び
に
説
明
会
が
あ
っ
て

い
る
が
、事
業
開
始
等
は
い
つ
頃
な
の
か
、

ま
た
、
駅
前
周
辺
に
は
仮
設
店
舗
が
３
店

舗
あ
り
、
競
合
が
懸
念
さ
れ
る
が
。

事
業
開
始
は
県
道
の
か
さ
上
げ

終
了
後
に
な
る
。
３
店
舗
は
あ

く
ま
で
も
仮
設
店
舗
で
あ
り
、
そ
の
後
、

そ
の
施
設
が
必
要
に
な
る
か
ど
う
か
を

考
え
、
な
る
べ
く
競
合
し
な
い
よ
う
に

情
報
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

こ
の
事
業
に
よ
り
一
勝
地
温
泉

「
か
わ
せ
み
」
に
人
が
な
が
れ
る

よ
う
に
考
え
て
い
る
と
言
わ
れ
た
が
、

執
行
部
の
考
え
は
。

村
の
観
光
の
主
要
施
設
一
勝
地

温
泉
「
か
わ
せ
み
」
は
、
現
在

温
泉
部
門
の
み
を
村
直
営
で
運
営
し
て

い
る
。
一
勝
地
地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
へ
の
取
組
へ
の
方
向
性
を
示
し
、
地

域
資
源
を
最
大
限
活
用
し
、
交
流
人
口

の
拡
大
を
図
り
、
地
域
住
民
有
志
と
共

に
取
り
組
み
な
が
ら
、
一
勝
地
地
域
へ

観
光
客
を
呼
び
戻
し
「
か
わ
せ
み
」
へ

の
集
客
を
考
え
て
い
る
。

「
か
わ
せ
み
」
物
産
館
の
利
用
方

法
は
。

農
産
物
の
出
品
等
で
重
な
る
と

こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
が
、
駅
前

周
辺
の
客
と
「
か
わ
せ
み
」
に
来
ら
れ

る
客
層
は
違
う
と
考
え
て
い
る
。
地
域

の
方
か
ら
ご
意
見
を
伺
い
、
今
後
の
利

用
方
法
を
考
え
る
。

一
勝
地
駅
前
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
調
査
検
討
業
務
委
託
料
の

２
，
０
０
０
万
円
は
妥
当
な
金
額
か
。

６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
財
源
と
し
て
、
調
査

検
討
業
務
委
託
料
２
，
０
０
０
万
円
を

計
上
し
て
、
農
林
産
物
販
売
所
や
、
カ

フ
ェ
な
ど
の
交
流
人
口
の
拡
大
や
、
村
内

特
産
物
等
の
販
売
増
加
に
つ
な
が
る
施

設
を
検
討
す
る
と
説
明
を
し
た
。
た
だ
、

行
政
主
導
で
計
画
を
す
る
の
で
は
な
く
、

一
勝
地
地
域
の
区
長
及
び
地
域
住
民
有

志
と
意
見
交
換
を
行
い
整
備
内
容
を
決

め
た
い
と
考
え
、
今
回
の
補
正
予
算
に

お
い
て
、１
，０
０
０
万
円
を
減
額
し
て
。

減
額
し
た
分
は
他
の
感
染
防
止
対
策
等

に
切
り
替
え
た
。

当
初
２
，
０
０
０
万
円
の
計
上
、

途
中
１
，
０
０
０
万
円
の
減
額
。

執
行
部
の
考
え
は
。

復
旧
復
興
に
な
る
重
要
な
役
割
で
社
会
経
済
活
動
の

回
復
を
念
頭
に
置
い
た
取
組
で
あ
る

村
長 一

勝
地
駅
前
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
と
は

村
長

問

問

問

答

板
﨑　

壽
一
議
員

問

復
興
推
進
課
長

復
興
推
進
課
長

問 復
興
推
進
課
長

にぎわい創出事業計画の一勝地駅周辺
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ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
、

大
胆
な
施
策
を

を
取
り
入
れ
て
は
。

森
林
の
活
用
に
つ
い
て
は
森
林

組
合
と
協
力
し
、
民
間
の
力
を

活
用
し
な
が
ら
取
り
組
む
。

村
外
か
ら
の
受
け
入
れ
を
す
る

た
め
に
は
、
永
住
を
目
的
と
し
た

宅
地
造
成
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
こ
れ
を
先
行
し
て
行
な
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
小
学
校
の
環
境
整
備
も
成

り
立
つ
。
将
来
的
な
学
校
環
境
整
備
は
、

執
行
部
と
し
て
の
考
え
を
示
し
、
議
会

と
住
民
と
そ
れ
ぞ
れ
議
論
を
交
わ
し
な

が
ら
、
最
終
的
に
ど
こ
に
着
地
点
を
持
っ

て
い
く
の
か
、
考
え
を
し
っ
か
り
根
拠

づ
け
し
て
言
う
こ
と
も
首
長
の
役
目
だ

と
思
う
が
。

永
住
を
目
的
と
し
た
宅
地
整
備

は
、
こ
れ
ま
で
で
き
て
い
な
か
っ

た
と
こ
ろ
だ
。
生
活
再
建
に
向
け
て
の

宅
地
の
整
備
は
し
て
い
る
が
、
議
会
に

相
談
し
な
が
ら
進
め
て
行
く
。
学
校
再

編
に
つ
い
て
は
、
今
、
基
本
構
想
を
策

定
中
で
あ
る
。
場
所
の
問
題
は
３
つ
ぐ

ら
い
の
方
法
を
考
え
て
お
り
、
ど
れ
が

一
番
い
い
の
か
議
会
と
共
に
し
っ
か
り

検
討
し
て
い
き
た
い
。

建
設
中
の
災
害
公
営
住
宅
は

１
０
０
％
の
入
居
率
を
前
提
と

し
て
い
る
が
、
リ
ス
ク
回
避
を
考
え
る

と
60
〜
70
％
の
入
居
率
で
考
え
た
方
が

よ
い
。
解
決
策
の
考
え
は
。

１
０
０
％
の
中
身
は
、
収
入
に
対

し
て
一
番
低
い
ラ
ン
ク
の
家
賃

で
見
積
も
っ
て
お
り
、
維
持
修
繕
関
係

の
費
用
も
算
定
し
て
い
る
。
条
件
的
に
、

渡
・
一
勝
地
の
住
宅
は
一
等
地
に
建
て
始

め
て
お
り
、
近
隣
の
市
町
村
に
も
ア
ピ
ー

ル
や
募
集
を
し
、
入
居
率
１
０
０
％
を

目
指
す
。今

後
、
村
づ
く
り
に
お
い
て
大
胆

な
施
策
を
打
ち
出
さ
な
い
と
い

け
な
い
。
行
政
と
し
て
ど
の
側
面
で
支

援
が
で
き
る
の
か
、
２
つ
も
３
つ
も
施

策
を
打
ち
出
し
、
形
と
し
た
中
で
い
つ

で
も
ス
タ
ー
ト
で
き
る
準
備
段
階
を
今

行
な
わ
な
け
れ
ば
厳
し
い
と
思
う
が
。

災
害
公
営
住
宅
、
宅
地
の
造
成

を
ク
リ
ア
し
、
次
の
事
業
が
で

き
る
こ
と
と
な
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

滞
ら
な
い
よ
う
推
進
し
て
い
く
。

将
来
に
対
す
る
財
源
確
保
の
施

策
は
。

自
主
財
源
の
乏
し
い
財
政
状
況

を
鑑
み
、
事
業
に
応
じ
た
国
や
県

の
補
助
金
・
交
付
金
を
活
用
す
る
と
と

も
に
、
地
方
交
付
税
措
置
の
あ
る
よ
り

有
利
な
地
方
債
を
活
用
し
て
い
く
。

ジ
ビ
エ
の
里
活
用
協
議
会
に
補

助
金
を
出
し
な
が
ら
加
工
経
費

に
１
８
２
万
円
、
委
託
料
に
２
０
０
万

円
程
度
掛
か
っ
て
い
る
。
経
営
を
数
値

化
す
る
こ
と
は
必
要
で
は
。

捕
獲
頭
数
、
ジ
ビ
エ
の
販
売
額

等
経
営
に
必
要
な
数
値
化
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

目
標
数
値
を
与
え
な
い
か
ら
中

途
半
端
で
あ
る
。
費
用
対
効
果
を

考
え
、
恵
ま
れ
た
森
林
を
い
か
に
お
金

に
換
え
て
い
く
の
か
、
民
間
的
な
考
え

住
民
に
安
心
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
再
建
し
て
い
く

産
業
振
興
課
長

村
長

村
長

村
長

渡小学校の仮設校舎と一勝地小学校、球磨中学校の校舎

問 問

問

問

答

髙
澤　

康
成 

議
員

問

村
長

問

村
長
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球磨村復興スナップ写真

人吉大柿地区から球磨村への道路工事

令和 2年 7月豪雨で被害のあった楮木川令和 2年 7月豪雨で被害のあった楮木川

10
月
６
日
、
第
７
回
球
磨
村
議
会

臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、「
工
事
請
負
契

約
の
締
結
」
を
可
決
し
ま
し
た
。（
内

容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
）

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
に
よ
り

護
岸
が
崩
壊
し
た
楮
木
川
河
川
災
害

復
旧
工
事
（
７
月
災
）
に
つ
い
て
、

９
月
28
日
に
指
名
競
争
入
札
を
行
い
、

契
約
金
額
６
，
６
５
５
万
円
で
落
札
さ

れ
、
契
約
の
締
結
を
可
決
し
ま
し
た
。

10
月
６
日
、
第
１
回
球
磨
村
中
学

生
子
ど
も
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
人
の
中
学
生
が
、
議
長
及
び
議

員
役
と
な
り
、
村
の
復
旧
・
復
興
事

業
や
観
光
、
防
災
対
策
、
施
設
利
用

を
テ
ー
マ
に
質
問
し
、
執
行
部
と
質

疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
問
で
は
、
災
害
で
地
域
が
孤
立

し
た
際
の
対
策
、
一
勝
地
温
泉
か
わ

せ
み
や
球
磨
川
を
活
用
し
た
雇
用
の

創
出
、
観
光
客
を
増
や
す
た
め
の
計

画
は
あ
る
の
か
、
な
ど
、
豪
雨
災
害

を
受
け
た
中
学
生
な
ら
で
は
の
考
え

を
聞
き
ま
し
た
。

第７回球磨村議会臨時会中学生議員が執行部に問う！

中学生議員の質問に答える松谷村長中学生議員の質問に答える松谷村長

　令和２年7月豪雨災害で流失した、沖鶴橋、松本橋、大瀬橋の架け替え工事は始まりました。

人吉大柿地区から球磨村 道路 事 沖鶴橋架け替え工事沖鶴橋架け替え工事

大瀬橋架け替え工事　大瀬橋架け替え工事　 松本橋架け替え工事松本橋架け替え工事
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一勝地小学校　６年生一勝地小学校　６年生

＜６年＞　坂田　苺椛さん
　私たちの学級は、みんな元気いっぱいで他の学年と
も仲良しです。休み時間には元気よく遊んだり楽しい
話で盛り上がったりしています。私達は、一人ひとりを
大切にし、みんなで思いやりの気持ちを持って仲良くし
ていくことを頑張っています。けんかをしないで仲良く
助け合っていくことをこれからも頑張っていきたいで
す。１０月には修学旅行に行って、戦争中に長崎であった
事や佐賀の吉野ヶ里遺跡の歴史について学習をしてき
ました。これからも一勝地小学校の代表としてみんな
を引っ張っていけるように頑張っていきます！

＜担任の先生＞　酒井　克己　教諭
　６年生は、男子１０名、女子４名、計１４名です。絵
が得意、算数の計算が速い、掃除をしっかり頑張る、
下級生にとても優しいなど、一人ひとりがキラリと輝
く素敵な力を持っている子供たちです。日々の学校
生活の中で、大切なことを自分で考えながら行動す
ることを目指しています。これからもお互いを認め合
い、自分を大切にし、そして友達のことを大切にしな
がら、自信を持って楽しく学校生活を送っていってほ
しいと思います。来年は中学校に進学するので勉強
もしっかり頑張ります！

学級目標

こんな６年生になろう！
・「思いやり」の気持ちを忘れずに、他の人のためにがんばれる６年生
・自分の目標に向かってコツコツと努力できる６年生
・「できない」ではなく「やってみよう」と考える粘り強い６年生

こんな６年生になろう！
・「思いやり」の気持ちを忘れずに、他の人のためにがんばれる６年生
・自分の目標に向かってコツコツと努力できる６年生
・「できない」ではなく「やってみよう」と考える粘り強い６年生

クラスの自慢

・元気がいい
・下級生に優しい
・自分の目標をしっかり持っている

・元気がいい
・下級生に優しい
・自分の目標をしっかり持っている

　

晩
秋
を
迎
え
、
人
吉
球
磨
地
方
も
恒

例
の
「
濃
霧
」
が
お
お
う
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
冬
に
向
か
っ
て
「
急
流　

球

磨
川
」
も
水
面
を
流
れ
ゆ
く
川
霧
は
、

と
て
も
幻
想
的
で
冬
季
の
到
来
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

本
村
に
お
い
て
は
、
令
和
２
年
７
月

豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
、
復
興
が
徐
々

に
進
捗
し
て
い
く
中
、
本
年
７
月
の
豪

雨
に
よ
り
、
再
び
村
道
、
林
道
、
農
地
、

山
林
等
が
被
災
し
、
大
き
な
痛
手
と

な
っ
て
い
ま
す
。
９
月
に
は
、
大
型
の

台
風
14
号
が
接
近
し
、
雨
風
が
吹
き
荒

れ
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
大
き
な
被
害

は
発
生
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
あ
ら
た

め
て
自
然
災
害
へ
の
備
え
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
も
の
で

し
た
。

　

急
が
れ
る
「
災
害
に
強
い
村
づ
く
り
」

復
旧
、
復
興
の
中
で
、
村
執
行
部
と
議

会
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
あ
ら
た
め
て

強
い
思
い
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

西
林　

尚
賜

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　   

　
　
板
﨑
　
壽
一

副
委
員
長
　   

　
　
西
林
　
尚
賜

委
　
　
員
　   

　
　
宮
本
　
宣
彦

委
　
　
員
　   

　
　
永
椎  

樹
一
郎

■球磨村世帯数：1,290世帯　■人口：2,984人　男：1,429人　女：1,555人（令和4年11月１日現在）
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